
天
売
島
近
海
に
、
早
け
れ
ば
６
月
に
対
馬
暖
流
に
乗
っ
て
回
遊
し
て
く
る
ブ
リ
。
魚
群
が
水
面
へ

と
追
い
込
ん
だ
小
魚
な
ど
を
ウ
ミ
ネ
コ
が
食
べ
よ
う
と
集
ま
っ
て
き
た
。
ブ
リ
の
群
れ
は
さ
ら
に

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
と
回
遊
し
て
い
く
‖
２
０
１
８
年
８
月
（
ド
ロ
ー
ン
使
用
）

北
海
道
の
日
本
海
に
、
周
囲

㌔
の
天

売
島
が
浮
か
ぶ
。
島
の
西
側
は
８
種
類
お

よ
そ
１
０
０
万
羽
の
海
鳥
が
繁
殖
す
る
断

崖
が
続
き
、
反
対
側
の
海
岸
に
漁
業
や
観

光
で
生
計
を
立
て
る
２
７
０
人
が
住
む
。

海
鳥
の
多
く
の
種
は
、
食
べ
る
の
も
眠

る
の
も
海
だ
。
と
は
い
え
、
卵
を
温
め
、

ヒ
ナ
を
育
て
る
繁
殖
の
と
き
だ
け
、
陸
が

欠
か
せ
な
い
。
こ
う
し
た
最
も
重
要
な
場

所
を
天
売
島
は
担
っ
て
い
る
の
だ
。

私
は
、
こ
の
島
の
住
人
と
な
り

年
が

た
つ
。
こ
の
間
、
７
０
０
人
の
人
口
が
３

分
の
１
近
く
に
減
っ
た
。
海
の
資
源
に
も

激
変
が
起
き
た
。
夏
の
主
要
漁
獲
物
だ
っ

た
最
高
級
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
が
、
暖
か
さ

に
強
い
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
た
。
１
９
９
０
年
ご
ろ
を
境
に
、

真
夏
の
海
水
温
が
軽
々
と

度
を
上
回
る

よ
う
に
な
っ
て
起
き
た
現
象
だ
。

さ
ら
に
、
天
売
島
を
世
界
最
大
の
繁
殖

地
と
す
る
、

万
ペ
ア
の
ウ
ト
ウ
を
苦
難

が
襲
い
は
じ
め
た
。
脂
肪
分
が
高
く
ヒ
ナ

の
成
長
に
理
想
的
な
イ
カ
ナ
ゴ
が
激
減

し
、
子
育
て
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
始

め
た
の
だ
。

年
前
、
島
の
イ
カ
ナ
ゴ
漁
は
水
揚
げ

１
億
円
の
絶
頂
期
を
迎
え
て
い
た
。
数
十

万
羽
の
海
鳥
の
ヒ
ナ
が
か
え
る
５
月
、
海

鳥
に
都
合
よ
く
イ
カ
ナ
ゴ
が
近
海
に
大
発

生
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
誰
も
予
想
し
な
い

水
揚
げ
の
急
落
が
起
こ
り
、
漁
を
す
る
人

が
途
絶
え
て

年
に
な
る
。
ウ
ト
ウ
は
イ

カ
ナ
ゴ
を
ず
っ
と
ヒ
ナ
に
運
び
続
け
た

が
、
近
年
は
イ
カ
ナ
ゴ
が
海
に
皆
無
と
い

う
年
も
あ
る
の
だ
。

こ
の
夏
、
ヒ
ナ
に
イ
カ
ナ
ゴ
を
持
ち
帰

る
ウ
ト
ウ
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
代

わ
り
に
イ
カ
や
ホ
ッ
ケ
の
幼
魚
を
運
ん
だ

が
、
ヒ
ナ
の
栄
養
不
足
は
深
刻
と
な
る
。

巣
立
ち
を
迎
え
る
７
月
ま
で
に
、
ふ
化
し

た
数
十
万
の
ヒ
ナ
の
７
割
超
が
餓
え
で
倒

れ
た
。
同
様
の
シ
ー
ズ
ン
が
、
こ
こ

年

で
４
回
を
数
え
る
。

世
界
的
に
希
少
な
ケ
イ
マ
フ
リ
も
、
イ

カ
ナ
ゴ
を
ヒ
ナ
に
与
え
て
子
育
て
す
る

が
、
今
年
は
カ
ジ
カ
や
カ
レ
イ
を
運
ぶ
姿

が
目
立
っ
た
。
７
月
末
に
は
、
未
熟
な
ま

ま
沖
へ
泳
い
で
巣
立
っ
て
い
く
若
鳥
を
観

察
し
た
。

天
売
島
近
海
に
、
夏
か
ら
秋
ま
で
ブ
リ

が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
海
水
温

の
上
昇
が
、
海
の
生
き
物
の
動
き
を
次
々

と
変
え
て
い
る
。
海
鳥
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ

り
は
、
海
の
環
境
や
私
た
ち
の
未
来
を
映

す
鏡
。
海
鳥
の
声
か
ら
、
私
た
ち
は
何
か

を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

写
真
・
文

寺
沢
孝
毅

（
自
然
写
真
家
・

）

（
天
売
島
及
び
近
海
で
撮
影
）

ぬるむ水海鳥受難 北海道・天売島

脂肪分が多く栄養価が高いイカナゴをくわえ、育ち盛りのヒナ

のもとへ飛び立つケイマフリ。絶壁の岩の隙間（すきま）の奥

に５月ごろ普通２卵を産んで、６～７月にヒナを育てる‖６月

ウミガラス、ケイマフリ、ウト

ウなどが集団繁殖する天売島

は、世界でも貴重な海鳥繁殖地。

キツネなど絶対的捕食者がいな

い安全性、ヒナを育てるのに必

要な海の豊かさ、集団で繁殖で

きる大きな断崖の存在などが海

鳥が選んだ理由だ‖2020年７月

（ドローン使用）

日
没
が
迫
る
こ
ろ
海
で
過
ご
し
て
い
た
ウ
ト
ウ
が
天
売

島
沿
岸
に
集
ま
り
、
帰
巣
が
一
気
に
始
ま
る
。
沖
合
か

ら
湧
き
出
る
よ
う
に
迫
り
来
て
、
け
た
た
ま
し
い
羽
音

を
響
か
せ
る
。
展
望
台
で
観
察
す
る
人
を
か
す
め
て
次

々
地
面
へ
飛
び
込
ん
で
ゆ
く
。
晴
れ
た
日
に
は
利
尻
島

（
奥
）
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
美
し
い
‖
２
０
１
８
年
７
月

お
よ
そ
１
０
０
万
羽
の
海
鳥
繁
殖
地
が
あ
る
崖
下
に
繁

殖
の
終
盤
を
迎
え
た
ウ
ト
ウ
が
浮
か
び
、
ウ
ニ
漁
を
す

る
漁
師
が
磯
舟
を
浮
か
べ
る
。
海
鳥
も
住
人
も
、
海
の

豊
か
さ
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
‖
７
月

イカをくわえるウトウ。ウトウは両翼を羽ばたい

て巧みな潜水をして、ヒナに届ける栄養豊富な魚

を選んで捕らえる。土の斜面に掘った巣穴の奥に

１卵を産んでヒナを育てる。昼間は海で過ごし、

日没後から夜間にかけて巣に戻る‖６月

ほぼ全身に綿羽が残り、親に比べて小さい体で

沖へ向かって泳ぐケイマフリの巣立ちビナ。潜

ることはできるが飛ぶことはできない。これほ

ど未熟なヒナの巣立ちは見たことがない‖７月
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